
平成27年度　第4回安曇野市子ども・子育て会議　会議概要
	１　審議会名　　平成27年度　第3回安曇野市子ども・子育て会議　　　　　　　　　　　　　　
２　日　　時　　平成28年5月19日(金)　午前10時から午前12時まで
３　会　　場　　安曇野市役所　共用305会議室　　　　　　　　　　　　　　
４　出席者　　　古林委員、藤松委員、吉田委員、長島委員、荒深委員、丸山(貴)委員、木下委員、
望月委員、田中委員、山下委員、大浜委員

５　市側出席者　花村福祉部長、中澤健康推進課長補佐、松岡社会教育担当係長、飯島教育指導室長、
等々力子ども支援課長、水谷子ども支援課長補佐、　浅川子ども支援課長補佐、
黒岩保育担当係長、丸山主査
６　公開・非公開の別　　　　公開　　　　　　
７　傍聴人　　1人　　　　記者　　3人　
８　会議概要作成年月日　　　　　　平成28年6月30日

	協　　議　　事　　項　　等


１　会議の概要

1. 開会

2. 会長あいさつ

3. 会議にあたって

4. 会議事項
安曇野市子ども・子育て支援事業計画　前年度事業報告
①幼児期の教育・保育について　（＊冊子Ｐ１５～）
②地域子ども・子育て支援１３事業（＊冊子Ｐ１８～）
③子ども・子育て関連のその他の事業に関する方針等（冊子：Ｐ３０～）
5. 部長あいさつ

6. 終了

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２　協議概要
(1) 開会
○副会長　
ただいまから第4回「子ども・子育て会議」を開催する｡
まずはじめに、会長挨拶をお願いする｡

(2) 会長あいさつ
○会長　
お忙しい中いつもお集まりいただいて、貴重なご提案、沢山ありがとうございます

私事だが、東日本大震災６年目という事で、先週も学生達と東北ボランティア活動

にいってきた。先月の熊本大震災でフラッシュバックを起こした東北の子どもたちが結構たくさんおり、話を聞いたところ、自分の事よりも熊本の震災を心配して、早く学校が始まればいいなとか、友達や先生に会えればいいなという意見や相談が本当にたくさんだった。子どもたちは、友達や先生を大事にしているのだなと感じた。

私達が今取組んでいる「子ども・子育て会議」を通じて、安曇野の子どもたちが、生き生きと過ごせるためのお手伝いができたらと思う｡
　今日も一日よろしくお願いいたします｡
(3) 会議にあたって
○副会長　
それでは会議に先立ち、皆さまにご確認をお願いしたい｡
本会議は公開のため、議事録を作成及び傍聴者をおいたものといたします。
○副会長　
では、以降の議事進行については、前回同様古林会長にお願いする。

(4) 会議事項

○会長　
それでは会議事項に入る。
「安曇野市子ども・子育て支援事業計画」の前年度事業報告を
各事業担当者、事務局からお願いしたい。
お手元の資料と事業計画冊子の１５ページからを参考に。
まず、「１　幼児期の教育・保育について」報告を。

	【以降資料をもとに説明】
「１　幼児期の教育・保育について」　(説明：保育担当)

【資料訂正】資料　１ページ一番下

｢年度実績｣「１号認定の①量の見込み」の数字、
「誤２５８」→「正２２８」に訂正を｡


○会長　
ありがとうございました。
それではただ今事務局の方から説明のあった「幼児期の教育・保育」について、
ご質問・ご意見等あれば、挙手をお願いする。
＜質疑・応答→なし＞

○会長　
では、続いて冊子の１８ページ
「２　地域子ども・子育て支援１３事業」について報告を。
なお、ご発言の際はお名前を言ってからご発言をお願いしたい。
「２　地域子ども・子育て支援１３事業」　　　
①妊婦健康診査　　　　　　　　　　 (説明：健康推進課)
【資料をもとに説明】

②乳児家庭全戸訪問事業 　　　　　　(説明：健康推進課)
【資料をもとに説明】

③地域子育て支援拠点事業　　　　　 (説明：生涯学習課)
【資料をもとに説明】

○会長　
ありがとうございました。
引き続き（４）園長保育事業、（５）一時預かり及び幼稚園の預かり保育
（６）病時病後児保育について、担当部署より説明を｡

④延長保育事業　　　　　　　　　　 (説明：子ども支援課)
【資料をもとに説明】

⑤一時預かり及び幼稚園の預かり保育 (説明：子ども支援課)
【資料をもとに説明】
　
⑥病児・病後児保育事業　　　　　　 (説明：子ども支援課) 

【資料をもとに説明】

○会長　
それではただ今担当者からご説明いただいた３つの事業について、
ご質問・ご意見等あれば、挙手を。
○Ａ委員　
　基本的な事で恐縮ですが、うかがいたい。
「上半期実績」は、「27年度の上半期の実績」、
「年度実績」は、「27年度のトータルの実績」という事で良いか｡
　そうすると、下半期の実績は年度実績から上半期実績を引いたもので良いか。

例えば「（１）の妊婦健康診査」の場合だと、①量の見込みの上半期実績が

４，２８６となっているが、年度実績の７，４３５との差（約３，２００）が、
下半期の実績という解釈でよいか。
→健康推進係長　
　その通りです。

○Ａ委員　
　分かりました。それを踏まえて、２つ質問お願いします。
　１点目は「（３）地域子育て支援拠点事業」の２７年度の計画と年度実績に１万人以上の差があり、その理由はなぜなのか知りたい｡
　２点目は「（４）延長保育事業」で年度実績がすでに２７年度の計画をすでに上回っているが、今後も増加傾向が見込まれるので、保育士の確保が課題であるとおっしゃっていた｡また（５）でも保育士の確保が課題であるとお話されていたが、
現時点で保育士の確保において、どんな事を想定されているのか教えていただきたい｡
○会長　
　まずは１点目の質問について、事務局より回答お願いします｡

→社会教育担当係長　
　まず、（３）の人数が1万人以上開いているという質問に対してだが、今、児童館では、週３回キッズパークの仕事をやっている｡その中で当初計画しているよりも参加人数が増えているという事が大きな要因だと思っている。

○Ａ委員　
　去年の想定よりも１万人多いというのは、延べ人数なのか、それとも実数なのか。

→社会教育担当係長　
　人数は延べ人数で集計している｡同じ方がいらっしゃっても、その回数ごとで集計しているので、そこで伸びている分がある。

○Ａ委員　
　今年度は27年度に比べて開催数が多かったから、述べ人数が１万人増えたと解釈して良いか｡
→社会教育担当係長　
　開催数は、それほど増えてはいません｡

○Ａ委員　
　想定より１万人増えたというのは、すごい増えたと思った｡特別施策をされたのか｡もしこんなにこれからも多いのであれば、今後の見込みの数を増やさなければいけないのではないか｡
→社会教育担当係長　
　仰るとおりだ｡計画の見直しが必要になるのではないかと思う｡

○Ａ委員　
　今年は単に来てくれる方が多かったという事か。

→社会教育担当係長　
　はい。
○会長　
　次は、２点目の質問、保育士の確保の件をお願いする｡

→保育担当係長　
　保育士の確保の対策をしているかという件について｡
　安曇野市は保育士の処遇改善が非常に必要だった｡平成２７年度、また今年度も賃金の改定をさせていただいた。常勤の８時間以上の方については大幅に見直させていただき、それに併せて時間給の方も単価を上げさせていただいている｡
　少しずつではあるが、処遇の改善をさせていただいている｡
○Ａ委員　
　ありがとうございます｡

○会長　
　ほかに質問のある方。
○Ｂ委員　
　２点おうかがいします。
　１点目は「（３）地域子育て支援拠点事業」について。

数値に１万人以上の差があるのではという件だが、キッズパークに限らず、色々な事業を合わせて考えている人数、と捉えたがいかがか｡
　２点目は、キッズパーク等の事業に出席希望はあるけれど、なかなか行く勇気が持てない、引きこもっているお母さんがいるという相談を受けている｡そこに来られない子どももいる｡そういった地域子育て支援拠点事業の裏側にある、一時の不安を持っている親、家庭への支援に対してはどういう風な考えを持っているか教えていただきたい｡

→社会教育担当係長　
　さきほどご説明させていただいた、人数の増えた理由について、ここで訂正をさせていただく｡
　冊子の２０ページ中央の表の下に
「【確保内容】子育て支援拠点事業として、現在市内９児童館で実施している、『キッズパーク』を継続して実施していきます｡≪０歳、１歳、２歳親子　各３０組で年間６９回の実施≫」
とあるが、今年度は９か所の児童館において延べ８８９回の開催があった｡これを９か所で割ると、９８回の開催になる｡
開催回数が増えたのが一つの要因になると思われる。

○Ａ委員　
　回数が増えたなら1万人増えたのだと思うが、もしかしたら冊子の方の量の見込みは子どもの人数でカウントしていて、いただいたプリントの資料は保護者と乳幼児の合計になっているから１万人多いのか、と思ったのだが、そうではないか？

子どもの数だけだと、だいたい計画値と一致しているようだ。

→社会教育担当係長　
　確かにそうですね。またこちらで確認させていただきます。
　次に、２番目のご質問について回答いたします。家庭にひきこもっている、なかなか外に出る機会のない保護者の方に今後どうしていくかというご意見についてですが、広報等で行事の開催をお知らせしていく中でご利用いただくというのが一つだと思う。保護者の状態等をどのように解決するかというのは、また別の視点で今後の家庭支援における課題であるとも考えます。
○会長　
では次に
（７）ファミリー・サポート・センター事業、（８）放課後児童クラブ事業、
（９）利用者支援事業　　　　の説明をお願いする｡

　　
⑦ファミリー・サポート・センター事業　 (説明：子ども支援課)
○子ども支援課長補佐　
【資料訂正】資料４ページ　（７）ファミリー・サポート・センター事業
「年度実績」
①量の見込み、②確保内容ともに、「誤1,709」→「正1,769」に訂正を。

「○考察及び今後の検討課題など」
　　活動実績が対前年比「誤140.3％」→「正127.6％」に訂正を
　　緊急サポートについては、（中略）「誤61.2％」→「正64.5％」に訂正を｡
【以降資料をもとに説明】
⑧放課後児童クラブ事業　　　　　　 (説明：生涯学習課)
【資料をもとに説明】
⑨利用者支援事業 　　　　　　　　　(説明：子ども支援課)
○子ども支援課長補佐　
　冊子の２６ページをご覧いただきたい｡「利用者支援事業」は保護者の身近な場所で教育・保育、子育て支援事業等の情報提供を行って、相談助言を行う事業だ。
　実際のところ、この量の見込み、確保内容に掲げている「３０」という数字は各施設（認可保育所・幼稚園・児童館等）の箇所数を示したものだ。
　考察、課題については「広報」や「子育てガイドブック」に載っているので、児童館保育園等の支援に向けて、全体的に周知を図る事が出来ているが、今後も無認無認可保育所や民間団体等については、情報提供を図っていきたいと思う。
　「利用者支援事業」については、窓口を今後一本化という事を考えて行かなければと思っている。

○会長　
　それではただ今担当者から説明のあった３つの事業報告について、ご質問等あれば、挙手を。
＜質疑・応答＞

○Ｃ委員　
　（7）と（8）について質問したい｡
　（7）ファミリー・サポート・センター事業で、病時・病後児保育事業がスタートしたので、「緊急サポート」については、前年比64.5％減という話だが、全体では昨年比で127.6％増加している｡増えている分は、別の目的で預けられているお子さんが増えている等、何か傾向があればうかがいたい。
　（8）放課後児童クラブ事業については、利用したいというお子さんが増加傾向にあるけど、なかなか施設や制度の方が追いつかないという話をこの会議でも何度かされている｡状況が今も変わらないという事で、計画と利用希望者の数の乖離を今後どういう方向で解決していくのかうかがいたい｡
　また、（８）「高学年」の表について、数値の実績が、一見すると計画値よりも少ないように見えてしまう｡「※」米印をつけるのか、「（　）」カッコするのか、数値をこのまま入れないで別の書き方ができれば、誤解を招かなくて良いと思った。下に注釈は書いていただいているが、表の中にそのまま数字を入れるのは読み誤る危険性があると思った。

○会長　

　それでは、（７）ファミサポについての回答からお願いする｡

→子ども支援課長補佐　
　昨年度に比べて一番多く増えたのが、保育施設までの送迎で、昨年１０３件だったのが、４８１件ある｡これはある一定の方が恒常的に利用される事が数件発生しているという事をきいている｡そこが約4.8倍、５倍弱増えているので、伸びている。　その他、放課後の預かりや児童クラブの送迎についても、10件20件程度、若干増えている｡
　使いやすくなったという事もあるが、恒常的に利用される方が増えている｡

○Ｃ委員　
　そういう使い方は、お互いファミサポを依頼する方と受ける方が合意できていれば、問題がなくＯＫなのか。

→子ども支援課長補佐　
　一応コーディネーターがおり、申し込みがあった段階で、その支援にはこの支援員さんをという事を社協のファミサポの事務局で行う｡
　一度コーディネートしてしまうと、その方で良ければ、直接やり取りをしてもらって、事後報告もありにしているため、そんな形で恒常的に利用される方が増えていると思う｡
　課題としては、恒常的利用者に対して若干、減免措置を考える事も必要かと思う｡

○Ｃ委員　
　分かりました。ありがとうございます｡

○会長　
　それでは（8）の計画との乖離のご質問の説明をお願する｡

→社会教育担当係長　
　「（8）放課後児童クラブ」について答えさせていただく｡
　小学校の空き教室を利用できないか検討していきたい｡また、今の児童クラブの中で、受け入れ人数を増やす措置ができないかという事も検討していきたい。
　資料５ページ[高学年]の表については、ご指摘にある通り、数字に「※」等つけ、下の方に説明書きをさせていただく。

○Ｃ委員　
　ありがとうございます。

○Ｄ委員　
　安曇野市で児童クラブに入るに当たっては、月々の利用料等やおやつ代はどのような料金設定になっているのか。

→社会教育担当係長　
　保護者の方の住民税の額によって４種類に分けられている｡
　（1）生活保護を受けている方の金額
　（2）住民全が非課税の方
　（3）住民税をお支払いしている中で、8万円未満の方
　（4）住民税が8万円以上の方　　　　　　　　　　で料金設定している。

○Ｄ委員　
　では、例えば、一番高い方でどのくらいなのか。

→社会教育担当係長　
　４階層の中で一番高い方、つまり住民税8万円以上の方は、通年利用の方の場合、月額6,000円になる。

○Ｄ委員　
　それほどハードルは高くないかと思う｡一番税金を納めている方でもそれくらいということであれば、私みたいな低所の人間はもっと低く安く行けると思う｡
　気軽に利用できるあまり、無責任に、「安いんだし、預けちゃえ｡」みたいな傾向がないか心配だ。必要な高学年が入れないという事がないようにしてほしい｡
　保護者の方が仕事をしているという事は、前提条件になっているのか。

→社会教育担当係長　
　条件については、両親は両方とも就労していて、子どもを見られない事が前提となっているが、利用料については、安曇野市は松本市と比べて低い料金設定となっている。
　現在は1年生のお子さんと6年生のお子さんを比べると、1年生の方が優先して利用できるようになっている｡審査時に利用するチェック表の中で、親御さんの就労状態、生活状態、お子さんの学年、年齢に応じて点数付けをして、その中で決定させていただいている。そのため、安易に受け入れている事ではないとご理解いただきたい。

○Ｄ委員　
　以前に他の児童館での勤務経験がある。そこで、保護者によっては見る目が違うと感じる出来事があった。他市町村で、児童館の説明会に行った時、「児童館良いですよ｡預けやすいし、夏休みの宿題もみてくれるし、夏休みの思い出まで児童館で作ってくれるんです。」という説明があった。しかし、私自身は「その点は家庭でやってほしいな。」という思いを強く思った。
　ハードルを低くして気軽に利用できるのは良いけれど、ニーズ、ニーズとそこだけを見ていると、家庭の方がうまくいかなくなってしまう心配も持っているもので、ニーズに応えて膨らんでというのは本当にそれで良いのか、というのも念頭に入れながら練っていただければと思う｡
○Ｅ委員　
　児童クラブに関して質問したい。
世の中には障がいをもつおこさんや、様々な子どもたちがいる｡
以前の話だが、障がいがあるために、児童クラブに申し込みづらいとか、申し込みをお断りされたという事実があったと聞いた。現在はそのようなお子さんに対しての受入れ方法はどうなっているか。
→社会教育担当係長　
　障がいのあるお子さんについては、児童クラブに申し込みがあった際に、その方がどういう生活状況なのかをチェックさせていただいている。児童クラブでお子様のケアができるということであれば、児童クラブで受け入れをする。
　障がいの程度により、児童クラブに入れない方には、障がい福祉課の「放課後デイサービス」をご利用していただき、ニーズに応えて行くような体制を整備しているところだ。

○会長　

　他にご質問がないようなので、先に進めさせていただく｡
（10）から（13）までの事業についてご説明をお願いする。

⑩養育支援訪問事業　　　　　　　　 (説明：子ども支援課)
○子ども支援課長補佐
　今年度検討し、できれば来年ぐらいから、この事業をやっていければと考えている｡現状だと支援をしていただきたいが、受入先がない｡その辺も考えて行きたい｡
⑪子育て短期支援事業               (説明：子ども支援課)

○子ども支援課長補佐　
松本赤十字乳児院（０歳～２歳）について、大幅に乳児院の利用者が増えたため、利用ができない状態であったという事で▲４が付いている。

⑫実費徴収に係る補足給付事業       (説明：子ども支援課)
⑬多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 (説明：子ども支援課)
【資料をもとに説明】
○会長　

それではただ今担当者から説明のあった（10）から（13）の事業報告について、
ご質問等ございましたら、挙手を。
＜質疑・応答→　なし＞

「３　子ども・子育て関連のその他事業に関する方針等」

○会長　

続いて冊子３０ページからの「３　子ども・子育て関連のその他事業に関する方針
等」について、こちらは特に数値等の報告はないが、各事業担当者側から何か追加報告があればお願いする。
　また、こちらの内容の進捗状況等含め、お聞きになりたい事等あれば、委員の皆様からもご発言をお願いする｡
①安全な妊娠・出産への支援　　　　 (説明：健康推進課)
○健康推進課長補佐　
　はじめに、冊子３０ページの「①安全な妊娠・出産への支援」について。
　健康推進課ではここに書いてあります【主要事業】を今後また継続して支援していく予定でいる｡
　次に冊子３１ページ「（2）乳幼児と母親への健康支援」【主要事業】の中の左側の一番下の「育児支援教室」という項目について｡
　今年度より教室という集団での支援ではなくて、個別支援という事で、「育児支援相談」という事業内容に変更して、個別で専門職が対応するという事業の内容に変更したい。
○会長　
　それでは全体を含めて、お聞きになりたい事等あれば、挙手をお願いする。

②乳幼児と母親への健康支援　　　　 (説明：健康推進課)
○健康推進課長補佐　
　もう１点、変更点がある。
同じく冊子３０ページの「②乳幼児と母親への健康支援」【主要事業】の「遊びの教室」について。これは療育的な支援を行う教室｡これまでは、健康推進課が主幹としてやっていたが、今年度からは福祉課に主幹をして、より専門的なスタッフがそろっているところで、事業の展開を進めてもらうよう変更した。
○会長　
　他に補足等はないか｡
＜全体での質疑応答＞

○会長　
　それでは、今日の会議全体についてご質問等あれば｡

○Ｆ委員　
　意見です｡　知り合いのお母さんの話を聞いていると、「○○地域は空いていると言われたけれど、とても○○地域までは預けには行けない」というような話をよく聞く｡
　特に保育園と幼稚園の人数の見込みと実績や、放課後児童クラブが大きく関わって来ると思うが、この資料全て安曇野市全体で数字を俯瞰してみている｡全体数字を見ただけでは分からない「地域の偏り」が事業報告の中からは見えない｡もちろん内部では全て把握されているとは思うのだが、どこかで分かるような形にしていただけたらありがたいと思う｡

○会長　
今の点に関して担当部局は回答可能か｡

→保育担当係長　
　特に未満児に対して、そういったニーズのミスマッチはあると思う。小規模保育をニーズの高い地域に誘致して対応していくことを考えている。
　ご質問の様な形で、どこの園がどれだけのニーズがあるかというような詳しい資料で示してほしいという事ですよね。
○Ｆ委員　
　それがあると、実家に住んでいる人は難しいですけど、よく東京だと○○区だと保育園入りやすいから引っ越すとかあるので。選択肢がある人はやりやすいのかなと。

→保育担当係長　
　そういった情報をどのように保護者の方に形で示していくかは検討していきたい。
○会長　
　他にはいかがか｡

○児童係　
　利用者支援事業のところについてで、補足で説明させていただく｡
　現在は、様々な支援員さん、民生委員さんなど、色々な立場の方が子どもの相談に乗ってくださっている｡
　「利用者支援事業」の中では相談の拠点として保育園・幼稚園・児童館、合わせて３０か所置いてある。子どもに関しては、なるべく拠点の先生方が詳しく解説できるように、分かりやすい説明の仕方等を拠点となる先生にお伝えしていきたい。紙による説明、かみ砕いた説明等、外国籍の方や多くの方に理解していただける方法を考えたい｡
　支援を必要としているご家庭が「家庭児童相談室」や「子ども発達支援相談室」等、行政の相談支援の専門分野に繋がれるような体制作りをしていきたい。

○会長　
　他には。

○Ｇ委員　
　今のお話ありがとうございました。横のつながり、縦のつながりで情報を共有しながら、良い方向で生活できるようにという事なので、是非お願いしたい。
○会長　
　他にはどうか。

→社会教育担当係長　
　さきほど放課後児童クラブの利用者負担金について、説明できなかった部分がありますので、ここで補足させていただきます。

１番上の階層の方の月額は６０００円、日額は４８０円です｡

○会長　　
委員の皆様貴重なご意見・ご提案を本当にありがとうございました。
今回いただきましたご提案については、事務局等と調整の上、中身の充実を柱に今
後の課題に生かしたい。
それでは、最後に、この2年間のご感想を各委員の皆様から、２～３分ずつお聞かせいただければと思うが、いかがか。

○Ｈ委員　
　１つ質問したい。この２年間、委員をやらせていただいたが、今後のこの会議は内容的にはどんな事を協議していくのか｡もし、そういう計画があったら、お聞きして、傍聴してみようと思うが、予定は分かるか｡
→児童係　
　各事業の中で、「子ども・子育て会議」で検討・審議していかなければいけない案件が発生した場合には委員の方に図っていただく｡
今回同様、子ども子育てに関わって別の委員会とも並行して審議をする事もある。
　具体的には養育支援訪問事業の細かい内容等これから整えていかなければいけないものがある。そういったものを審議していく予定だ｡
　また、今日のように、事業報告をする事もある｡
　それ以外にも委員から「こういう点について、もう少し深く審議をした方がいいのではないか」というようなご意見ご提案などが出た場合、事務局で検討し、会議の場で委員からご審議いただくという場合がある｡

○会長　
　貴重な意見だ｡パブリックコメント、傍聴、是非いろんな形で参加してほしい｡
　　　　　では、各委員からご感想などをお願いしたい。
＜各委員の感想＞

○Ｉ委員　
　２年間大変お世話になりました｡ありがとうございました。
　保育園の時から利用者としてお世話になっている側として参加させていただいた。　事務局の方の課とか係の名前とか見ても、こんなにたくさんの部署の方が、子どもに関わってくださっている事もこういう場に参加させてもらう事で、初めて知った。
　普段お母さんたちと話していて、さまざまな事について「何とかならないか」と言っていたが、市役所ってこういうところだというのが、一人ひとりのお母さんに伝わると良いかなと思った。　普段はお会いできないような、幼稚園の園長先生とか、保育園の園長先生とか、いろんな方のご意見を伺う事が出来て、すごく貴重な楽しい体験だったと思う｡
○Ｊ委員　
　私は、「量の見込み」とか、「確保内容」というような数字に弱く、追いついていかない状況で参加したというのが感想だ。
　今日の中で、沢山のうれしい話があった。両親の就労の状況が変わって来て、妊産婦から学童までの子どもたちがそれぞれの施設で支援されている、大事にされているという行政の形が見えてきた。その事について熱い、嬉しい想いがある｡
　子育ての不安や悩みというのが、非常に私のところでは相談が多い。そこを何とか手がかりとして、私はあまり出すぎずに、うまく関係できたらいいなと思っている｡親だけでなく、おばあちゃん、地域の方からも気になる情報として挙がって来ている。どう横の繋がり、手をつなげばいいのかと思っている｡私もおばあちゃんの立場になったので、どう若いママ達に手を差し伸べるのかは難しくなっている｡
　地域を絡めて、皆さんとどこかで触れあえる事が出来たら、子どもたちも親も幸せに過ごしていけるのではないかなという、そういう安曇野市の子育てであってほしいと願っている。２年間ありがとうございました。

○Ｋ委員　
　私は最後の半年程、参加させていただくようになり、右も左もわからない事が沢山あった｡自身の子どもは、もう大きくなっているので、この会議を通して子どもが保育園の頃のことを思い出した｡
　個人的な意見だが、親と子供のために色々やっていくと、いずれ親が責任を取らなくなってしまうのではないか、いろんな物が便利になっていくにつれて、子どもと親の関係というのも薄くなってしまうのではないかと少し心配になった｡
　私個人の思いとしては、いろんな支援が少ない方が、親が子供に対する愛情を注ぐ場が沢山あるのではないか、出来るのではないか、と思う｡
　それでもこの会議に参加して、先生方や皆さん、すごくいろいろ考えてやってくださっており、安曇野市はすごく熱心に取組まれているという事が分かって良かった｡どうもありがとうございました。
○Ｌ委員　
　２年間どうもありがとうございました。
　自身は、子育てからしばらく経っているの今の子育て事情はなかなか分からなかったが、色々勉強させていただいた。
　私の立場としては労働法の関係で出ている｡今日話が出ているが、是非とも保育士さんや非正規の方の労働条件を良くしていく、安曇野市の保育園で働きやすい条件や、職場づくりを発していただきたいと思う｡よろしくお願いします｡

○Ｍ委員　
　２年間ありがとうございました。
　子どもたちは今も全く変わっていないが、所属長として、何十年も保育に携わっていく中で、時代の流れと共に、保育の形態や子どもをとりまく環境が、すごく難しくなっていると感じている｡緊急な支援を必要とする家庭やお子さんがとても増えてきている｡保護者を通じながら入園前のお子さんの状況を知ったり、地域の小・中学校との連携を取ったり、絶えずアンテナを張りながら、これからも子どもたちを見守っていきたい｡
　実は今日のこの会議後、中学２年生の皆さんが職場体験に来ることになっている｡２日間という短い期間ではあるが、もしかしたら子どもたちが将来を見つめる時間になるかもしれない｡この２日間を貴重な時間にしてもらえるように私達も頑張らなければいけないと思う。いろいろな方々のご意見を聞いて、本当に勉強になった｡
○Ｎ委員　
　２年間どうもありがとうございました。
　現代の若い世代の保護者達は、今まで自由奔放に過ごしてきた中で、結婚し、子育てをしなければいけない。そういう時期の親御さんたち、若いママさん達は、小さい子どもを育てている中で、ブルーな気持ちになってしまうことがあり、また、そういう情報というのも少しずつ耳に入って来る。その中で、幼稚園は何をしていったらいいだろうかと常に考えさせられる｡「園庭解放」などを通じ、保護者はもちろんのこと、未就園児の皆さんにも来ていただいて、少しでも親も子も心が洗われるような、そういう環境をつくっていきたいと思っている｡今年度の「園庭解放」は４回ほど計画している｡それから、「遊びの広場」も計画している｡
　また、小・中・高の接続の部分も重視していかなければいけないところである。

当園には、地域の高校生が家庭科の授業の一環として来園し、学習・体験をすることがある｡子どもを育てて行くという事は、小さいところから大きくなるまで、生涯に渡るまでという事で、視野を広くして見ていかなければいけないと思う｡
　安曇野市の子どもたちがすくすく育っていけるように少しでも役に立てればと思う｡今後とも宜しくお願いいたします。
○Ｏ委員　
　この２年間、いろいろとありがとうございました。
　他県からこちらに移住した者として、安曇野市の事をもっと沢山知りたいという事から、一般公募として応募させていただいた。この委員としての２年間でいろんな事が分かってきたと思っている｡
安曇野市というのは環境も素晴らしいし、いろんな取り組みもされている｡やはり移住者が多い県、移住を希望される県としては長野県がナンバー１なのは事実だ｡長野県に移住したいという希望者は本当に増えている｡皆さんが心配されるのは、子どもの子育ての事、就労の事、家庭環境、居宅の確保、そういう事でのお問い合わせが非常に増えてきている｡
　安曇野市への移住を希望されている方へ情報をお知らせするためには、安曇野市に住んでいる私達が、様々な情報を知っている必要がある｡安曇野市の取り組み等が市民の方々に隅々まで伝わると良いのではないか｡
　建築士という仕事は、生活に関わる事が沢山ある｡ハード面からソフト面まで、学んでいかないといけないと思う｡その中で安曇野市の事をさらに勉強していきながら、子どもたちの事、家庭の事、老人と関わる仕事、そういう事を皆さんと一緒に今後出来たらいいと思っている｡これからも引き続きよろしくお願いします。
○Ｐ委員　
　２年間お世話になった。私は子どもを相手にした様々な仕事に携わっており、野外教室を運営していたり、児童養護施設でも働いていたり、ファミリーサポートでもやっていたり、色々なところで今後も関わりがあるかと思いますので、よろしくお願いしたい｡ありがとうございます｡
○副会長　
　校長会や教員の立場の代表という事で、ここに座らせていただいた｡今は退職という事で、また市役所でお世話になっている｡一歩離れてみて、子育ての行政、あるいは教育行政に携わっている皆さんが、庁内の中で本当に一生懸命されているという事を、改めて感じている。
　常々思っている事は、私達全て理念として大事にしなければいけない言葉、「人づくり」という事が、これから将来の街づくりにも大きく関わっていくという事だ。小学校・中学校・高校、すくすく育った子どもたちが力を発揮していける｡
子ども達がどう育つかという事が、実は少子化にも関わって来るし、本当に大事な行政の大黒柱である｡大事な仕事、立場だと肝に銘じたい｡
　子どもを育てるという事は、初めてのお父さんお母さんも育つという事だ｡そんな意味で、子育て支援という事を市民の皆さんにしっかり周知し、良いお父さんやお母さんが育つという事に繋げたい｡
　それから、量の確保が今話題でしたが、今後「質の確保」も大事になって来るだろうと思う｡大切にしていきたい会だ｡
○会長　
　今、皆さまの話を聞いていて、ふと思い出した｡「大阪レポート」というのがある。子育てのお家の方にレポートしてそれをまとめたものだ。それから20年後に「兵庫レポート」といって、兵庫でも同じアンケート調査をしたという本が出ている。
　「自分が子育てするまでに、乳幼児を抱いたり触ったりした事があるか」というところで、ほとんどお母様が、「無い」・「初めて」というのが衝撃的だった｡また、「子どもと一緒にいると楽しいかどうか」というところは、「子育はとても楽しい｡」「とても子どもはかわいい」というお母さんが全てだった。一番両方共通していたものが、子育ての不安がとても大きくて、「相談したい方がいない」、「相談、どこへ行ったらいいのか分からない｡」というお母様がとても多かったという結果だった。
　相談する事、それと小さいころからいろんな乳幼児を見たりかわいがったりする事も大事だと思った。
　不慣れな進行にもかかわらず、貴重なご意見色々いただき、ありがとうございました。
議　事　終　了

５．福祉部長あいさつ 

○福祉部長　
　委員の皆様には２年間大変ありがとうございました。
　今日で最後となるわけだが、在任中には「子ども子育て支援計画」の立案にご尽力いただいた事、改めて感謝申し上げる。皆さまの作っていただいた事業計画に沿って、計画では平成27年度から31年度までとなっているが、子育て行政の道しるべを作っていただいたと、私は思っている｡
　13事業の中で特に27年度の途中ではありましたが、病時病後児保育事業が実施出来た事｡これはこの事業の中で、特筆すべき事であったと思う｡
　委員の皆様はこれで退任される方もいらっしゃるが、今後も安曇野市の子育て行政にご支援とご協力と賜りたくお礼のご挨拶とさせていただきたいと思う。
　ありがとうございました。

○会長　
　それでは以降の進行を副会長に戻します。

６．終　了 

○副会長　
　ただいま福祉部長のごあいさつをいただいた｡
　以上をもって第４回安曇野市子ども・子育て会議を終了する。
　皆様ありがとうございました。
様式２
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